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営業外収益の表示

2003年7月24日発行
「AgriBusiness 経営塾」157号

■米政策改革の具体化で協会から
代表要請
　米政策改革の具体化をめぐって与党・自民党の

農業基本政策小委員会では６月末から大詰めの議

論が行われていますが、７月17日には当協会を代
表して長谷川会長、忠副会長、奥村監事が団体要

請を、また18日には鳥取県（有）いわみ農産の北
村代表が意見表明を行いました。要請や意見の中

では、地域水田農業ビジョンにおける担い手の明

確化や経営所得安定対策の早急な確立を求めました。

25日には具体的な内容が固まる見通しです。
 
■全国農業コンクールで会員が大賞受賞 
　第52回全国農業コンクール（毎日新聞社等主催）
の全国大会が７月22日行われ、「グランプリ・毎
日農業大賞」に当協会会員である茨城県岩間町・

（有）ナガタフーズの永田良夫さんが選ばれました。

 
■東海四県農業法人交流会開催    
　7月10・11日に平成１５年度・東海ブロックの
研修会・交流会が行われました。お忙しい時期に

もかかわらず、４６名もご参加いただきました。

　研修先の（農）伊賀の里モクモク手づくりファ

ームは創業１５周年。平日にもかかわらず観光バ

スが何台も訪れ、びっくりするほどの賑わいでした。 
　法人セミナーは、東京大学名誉教授の今村奈良

臣氏を講師に迎え「21世紀の農業法人の基本スタ
ンス」を講演いただきました。素晴らしいお話が次々

と飛び出しましたが、ここでは組織に関する名言

を一つだけご紹介します。 
「多様性の中に強靱な活力は生まれる。しかし画

一性の中からは弱体性しか生まれてこない」 
　翌日は視察が行われ、大変充実した中身の濃い

２日間でした。当日もご苦労を頂いた三重県農業

法人協会の清水事務局長、佐野主査にこの場を借

りて御礼申し上げます。 

　
営
業
外
収
益
に
は
、
営
業
活
動
以
外
の
原
因
か
ら

生
ず
る
収
益
で
あ
っ
て
特
別
利
益
に
属
し
な
い
も
の

を
記
載
し
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
主
た
る
営
業
活

動
以
外
の
活
動
に
よ
り
経
常
的
に
発
生
す
る
収
益
で
、

主
に
金
融
上
の
収
益
が
含
ま
れ
ま
す
。
大
豆
交
付
金

な
ど
「
価
格
補
填
収
入
」
は
、
販
売
代
金
で
は
な
い

も
の
の
営
業
活
動
に
付
随
す
る
収
益
な
の
で
、
営
業

外
収
益
で
は
な
く
営
業
収
益
（
売
上
高
）
と
し
ま
す
。

●
受
取
利
息

　　
預
貯
金
の
利
子
か
ら
は
１
５
％
の
源
泉
所
得
税
と

５
％
の
住
民
税
利
子
割
が
控
除
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

法
人
で
は
こ
れ
ら
源
泉
税
を
法
人
税
・
住
民
税
の
前

払
い
と
考
え
て
法
人
税
額
等
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

源
泉
税
は
損
金
に
も
で
き
ま
す
が
、
損
金
と
し
た
場

合
、
受
取
利
息
１
０
０
円
か
ら
２
０
円
の
源
泉
税
を

引
い
た
残
り
の
８
０
円
に
対
し
て
実
効
税
率
３
０
％

と
す
る
と
２
４
円
の
法
人
税
等
が
か
か
り
、
手
元
に

残
る
の
は
５
６
円
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
源
泉
税

を
法
人
税
等
の
前
払
い
と
し
て
申
告
す
る
と
、
受
取

利
息
１
０
０
円
に
対
し
て
３
０
％
の
３
０
円
の
法
人

税
等
が
か
か
る
だ
け
で
、
源
泉
分
２
０
円
を
引
い
た

残
り
の
１
０
円
を
申
告
納
付
す
れ
ば
よ
く
、
７
０
円

も
残
り
ま
す
。

　
制
度
資
金
の
利
子
補
給
金
は
、
受
取
利
息
で
な
く
、

支
払
利
息
（
営
業
外
費
用
）
か
ら
控
除
し
ま
す
。

●
受
取
配
当
金

　　
受
取
配
当
金
か
ら
は
２
０
％
の
源
泉
所
得
税
（
住

民
税
は
な
し
）
が
控
除
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
取
利
息

の
場
合
と
同
様
、
申
告
納
税
額
か
ら
控
除
で
き
ま
す

（
別
表
六
（
一
）
）
。
ま
た
、
受
取
配
当
等
の
益
金

不
算
入
（
別
表
八
）
に
よ
り
、
２
５
％
以
上
の
持
分

を
有
す
る
な
ど
一
定
要
件
を
満
た
す
特
定
株
式
等
は

受
取
配
当
等
の
額
の
１
０
０
％
、
Ｊ
Ａ
の
出
資
配
当

な
ど
そ
れ
以
外
は
５
０
％
（
平
成
１
５
年
度
は
６
０

％
）
が
益
金
不
算
入
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
受
取

配
当
等
の
全
額
が
益
金
不
算
入
の
対
象
と
な
る
訳
で

は
な
く
、
負
債
利
子
の
額
が
控
除
さ
れ
る
た
め
、
負

債
利
子
の
額
が
多
い
と
き
は
対
象
額
が
ゼ
ロ
と
な
り

ま
す
。

　
生
命
・
損
害
保
険
契
約
の
契
約
者
配
当
金
は
、
受

取
配
当
金
で
は
く
、
保
険
料
を
処
理
す
る
勘
定
科
目

（
福
利
厚
生
費
、
支
払
保
険
料
、
共
済
掛
金
）
か
ら

控
除
し
ま
す
。

●
一
般
助
成
金
収
入

　
農
業
の
場
合
、
経
常
的
に
発
生
す
る
助
成
金
が
多

い
た
め
、
「
一
般
助
成
金
収
入
」
と
し
て
雑
収
入
と

区
分
し
て
計
上
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
雇
用
調
整

助
成
金
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
、
農
地

利
用
集
積
促
進
費
な
ど
で
す
。
転
作
助
成
金
は
さ
ら

に
重
要
性
が
高
い
の
で
「
転
作
助
成
金
収
入
」
と
し

て
別
科
目
表
示
し
ま
す
。
な
お
、
固
定
資
産
の
取
得

に
充
て
る
た
め
に
交
付
さ
れ
る
補
助
金
は
「
（
国
庫
）

補
助
金
収
入
」
と
し
て
特
別
利
益
の
区
分
に
記
載
し

ま
す
。

●
転
作
助
成
金
収
入

　
転
作
助
成
金
は
、
毎
年
の
議
員
立
法
に
よ
り
圧
縮

記
帳
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
１
４
年
度
で
は
、

①
水
田
農
業
経
営
確
立
助
成
補
助
金
、
②
と
も
補
償

事
業
費
（
政
府
拠
出
分
）
、
③
水
田
作
付
体
系
転
換

助
成
金
、
④
緊
急
需
給
調
整
助
成
金
、
⑤
新
規
超
過

達
成
助
成
金
（
超
過
達
成
追
加
補
助
金
）
が
対
象
と

な
り
ま
し
た
。
圧
縮
対
象
の
固
定
資
産
の
種
類
に
は

と
く
に
制
限
が
な
く
、
中
古
資
産
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。

　
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
る
前
に
目
的
資
産
を
先

行
取
得
し
た
場
合
に
も
交
付
を
受
け
た
事
業
年
度
で

あ
れ
ば
圧
縮
記
帳
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
交
付
を
受

け
た
事
業
年
度
で
圧
縮
記
帳
し
な
か
っ
た
と
き
は
、

特
別
勘
定
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
付
を
受
け

た
日
以
後
２
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
圧
縮
記
帳
で
き

ま
す
。
こ
の
関
係
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
と
も
補
償
事
業
費
の
生
産
者
拠
出
分
や
地
方
公
共

団
体
の
助
成
金
は
圧
縮
記
帳
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
補
助
科
目
を
設
け
て
区
分
し
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

●
雑
収
入

　
営
業
外
収
益
の
う
ち
、
金
額
的
に
重
要
性
に
乏
し

い
も
の
、
他
の
営
業
外
収
益
の
勘
定
科
目
に
含
め
る

こ
と
が
適
当
で
な
い
も
の
を
「
雑
収
入
」
に
一
括
し

て
表
示
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
肥
料
袋
な
ど
生
産

資
材
容
器
の
売
却
代
金
な
ど
で
す
が
、
堆
肥
な
ど
副

産
物
の
販
売
代
金
は
営
業
収
益
（
売
上
高
）
と
し
ま

す
。
こ
の
ほ
か
雑
収
入
と
し
て
、
法
人
税
等
の
還
付

加
算
金
、
消
費
税
の
簡
易
課
税
や
端
数
処
理
に
よ
る

差
額
、
現
金
過
（
不
足
）
額
の
振
替
額
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
臨
時
利
益
や
過
年
度
損
益
修
正
益
な

ど
特
別
利
益
に
属
す
る
項
目
で
あ
っ
て
も
、
金
額
の

僅
少
な
も
の
又
は
毎
期
経
常
的
に
発
生
す
る
も
の
は
、

雑
収
入
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

仕
入
割
引
は
金
融
上
の
収
益
と
し
て
営
業
外
収
益
（
重

要
性
に
乏
し
い
と
き
は
雑
収
入
）
に
含
め
ま
す
が
、

仕
入
値
引
・
割
戻
は
対
象
取
引
を
支
出
し
た
際
の
勘

定
科
目
（
飼
料
費
等
）
か
ら
控
除
し
ま
す
。
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【ご質問をお寄せください】会員の皆さまの日頃のお悩みや疑問に、税務・労務・マーケティングなど専門家の先生が経営塾の紙面上でお答えします（秘密は厳守します）。FAX・メールでのご質問お待ちしています。

平成14年度 平成15年度 平成16年度

4/1 12/1 3/31 11/1

圧縮記帳適用

1年 2年

事
業
年
度

補
助
金
等
の

交
付
を
受
け
た
日

特
別
勘
定

設
定
（
※
）

特
別
勘
定

取
崩
（
※
）

※利益処分経理の場合には、事業年度終了後の総会の日

図　転作助成金の圧縮記帳適用期間


